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平成 26 年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：２０１４年４月～２０１５年３月 

 
※今年度の年次報告書は担当者の名前、メールアドレス、添付資料を除き、ＨＰ等で公表

します。また、ユネスコスクールの質の確保の観点から、報告書の内容が一定の基準に満

たないもの、報告書が２年連続して未提出の場合には、ユネスコスクールの認定取消を勧

告させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 

 

１．学校概要 

学校名    気仙沼市立小原木中学校              

  種別  □保育園・幼稚園  □小学校  □小中一貫教育 

      ■中学校      □高等学校 □中高一貫教育 

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  住所 〒９８８－０５１１ 

      宮城県気仙沼市唐桑町舘６８                             

  E-mail： koharagi@chorus.ocn.ne.jp                  

  Website：                      

  児童生徒数：男子  １３名   女子   １６名  合計  ２９名 

        児童・生徒の年齢  １２歳～１５歳 

 

２．担当者 ※公表しません 

  

３．実施活動（複数選択可） 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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４．活動内容 

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

テーマ  「海と生きる」ために ～忘れないために私たちができること～ 

（海抜表示プロジェクト） 

① ねらい 

◆地震・津波災害に対する「生き抜く力」を身に付けさせる。 

◆地域住民との連携を深め，地域復興の担い手であることの自覚と意欲を

高める。 

◆地震・津波災害に強い地域づくりのための防災文化の礎をつくる。 

 

② 取り組みの概要 

 ◆昨年度までの取り組み 

   昨年度まで電柱調査，海抜表示板の図案の検討と作成，電柱や地域内 

への取り付け，広報活動を行った。諸活動に積極的に取り組み，自己有 

用感や自己肯定感の醸成につながった。 

  ◆今年度の取り組み 

   〇海抜表示板のメンテナンス活動 

    今年度はこれまでに取り付けた海抜表示板の清掃と取付けバンドの取 

替え等のメンテナンス活動を行った。活動を通して，バンドが弱ってい 

ることなどがわかり，今後，継続的，定期的にメンテナンスを行わなけ 

ればならないことに気づいた。 

   ○海抜表示板の作成 

    今後の活動に備え，３年生から１,２年生へ海抜表示板の作り方の伝達 

講習を行った。全校を縦割りにしてグループを作り，活動をさせること 

で，学年の枠を超え，全校生徒で取り組んでいるという一体感を育成す 

ることにつながった。 

○取組の広報活動 

 学区内の幼稚園に出向き園児に表示板についての説明と有事の際の行 

動の仕方について話した。毎年説明していることから，園児だけでなく 

地域住民に対しても活動が浸透してきていると感じている。 

 ③おわりに 

   海抜表示プロジェクトへの取り組みを通して，生まれ育った故郷で何が 

起こったのかを忘れず，後世に伝えていかなければならないという思いを 

生徒全員が持つことができている。今後も地域のために何ができるかを考

えながら行動できる生徒を育成していきたい。 

   また，本校は平成２７年３月で閉校し，唐桑中学校と統合する。本校で 

の活動を継続し，ますます発展させ地域の防災能力の向上に寄与できるよ 

うに積極的に取り組んでいきたい。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


